


ものつくり大学の責務
学部長・建設学科教授　赤松明（あかまつ・あきら）

1950年　大阪にて生まれる

1974年　職業訓練大学校木材加工科卒業

職業訓練大学校木材加工科助手

1986年　職業訓練大学校木材加工科専任講師

1992年　農学博士（東京大学）

1993年　職業能力開発総合大学校造形工学科助教授

2006年　ものつくり大学建設学科教授

［趣味］書道　ハイキング

我が国は、ものづくり立国だといわれ、生産の効率化や品

質の向上のために躍起となって、ものづくりに励んできま

した。ところが、2008年にアメリカで起こったリーマンシ

ョックを発端として、生産調整がなされ、労働者のリストラ

が行われるようになりました。我が国の多くの企業でも、生

産コストの上昇で、生産の拠点を国内から海外へシフトし、

国内生産の低迷が続きました。

元来、我が国には、高度な技術・技能に支えられたものづ

くりがあり、この高品質なものづくりは我が国の得意とす

るところで、諸外国からメイドインジャパンとして高い評

価を受けてきました。しかし、生産拠点の海外移転に伴い、

技術者や技能者の長い間の経験によって培われたものづく

りのノウハウも海外へ流出しています。

さらに、技術者や技能者の新規採用め激減により、技術

者や技能者の育成が滞り、メイドインジャパンの製品をつ

くることのできる、技術者や技能者の不足が深刻になって

います。

教務長就任挨拶

1949年　東京都品川区に生まれる

1969年　職業訓練大学校機械科卒業

東京都立赤羽高等職業訓練校冷凍空調科主事

1974年　工学院大学工学院研究科修士課程修了

職業訓練大学校機械科助手

1984年　工学博士（工学院大学）

1988年　職業訓練大学校機械科助教授

2001年　ものつくり大学製造学科教授

［趣味］ハイキング、ゴルフ、読書、家庭菜園、海での

素潜りなど

教務長・製造学科教授　東江真一（とうえ・しんいち）

教務長の業務は、学生課に関連することが主で、就職・イ

ンターンシップ、表彰や懲罰などの学生生活、ドーミトリ

（学生寮）の管理運営、奨学金や課外活動など福利厚生を通

じた生活支援、学園祭などの行事に関することです。学生課

から業務の説明を受け、想像以上に重たい責任があると思

いました。歴代、教務長には指導力のある方ばかりが就任し

ておられ、私では力不足ですが、この度、稲永学長より教務

長を拝命致しましたので、皆様方のど協力の下、何とか任期

を全うしたいと思っています。

ものつくり研究情報センター長および学科長を経ての職

務で、多少、管理職に慣れているとは言え、学生生活に直結

することが多いので、より慎重な判断が求められています。

事務局には、学生への理解力のある、感性のよい職員が配置

されていますので、心配はしていません。

業務の中で最も大事なのは就職でしょう。毎年、民間就職

率については90％台とよい結果となっていますが、学生は

もっとスピード感をもった就職活動が必要です。企業が求
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近年、若年者のものづくりへの関心は、若年者ものづくり

競技大会や技能五輪全国大会に参加する選手数の漸増に見

られるように決して低くはないと考えられます。しかし、国

際的な技能競技大会である国際技能競技大会（WorldSkills

Competition）での我が国の成績は、中進国・発展途上国に取

って代わられ、高度成長期のような華々しさは少なくなっ

てきています。

これらのことは、我が国のものづくりの施策に警鐘を鳴

らしており、高い技術・技能に基づいた、ものづくり産業を

持続的に発展させるには、専門的知識をもった科学・技術・

技能を理解した技能者の継続的な育成が必要であるという

ことを示しています。

そこで、高度な技術・技能を追求する「テクノロジスト」の

育成を設立日的とした本学の責務は、今後ますます重要に

なるでしょう。そのために、学部長として与えられた業務を

遂行したいと思っています。

2013年8月11日オープンキャンパスでの学校説明の状況

める実践的な教育を実施したり、事務局におけるキャリア

支援を行ったりしているにも関わらず、学生が具体的な行

動に移せないでいることがあります。教員と事務局の連携

を一層強めて就職活動を支援したいと考えています。

学生生活については、特に1年生への指導を強化する必要

があります。高校生までは、ど両親や先生から手厚い保護や

指導を受けて育てられていますが、大学に入学した途端に

解放されるようで、羽目を外すことが多いようです。ドーミ

トリも1年生がほとんどですので同様です。

ものつくり大学は大切な子息・子女をあずかり、専門性を

持たせて社会に送り出しています。学生には、大学生活4年

間の中でしっかり勉強してもらい、その結果としてたくま

しく育って社会で活躍して欲しいと思っています。

2013年10月17日学生課主催工場見学「日本信号株式会社上尾工場」引率の状況
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ピーター・F・ドラッカー＆上田惇生文庫の開設と
記念講演会「ドラッカーとその世界」の開催

ものつくり大学名誉教授・ドラッカー学会学術顧問　上田惇生（うえだ・あっお）

1938年　大宮市（現さいたま市大宮区）に生まれる。

1964年　慶応義塾大学経済学部卒業

1964年　社団法人経済団体連合会事務局勤務

1971年　　　会長秘書

1978年　　　開発部調査役

1985年　　　国際経済部次長

1990年　　　広報部長

1996年　財団法人経済広報センター常務理事

2001年　ものつくり大学製造技能工芸学科教授

2005年　同大学退職　名誉教授

2005年　ドラッカー学会初代代表

ドラッカーに関する著作多数

［趣味］囲碁五段

ピータ叫F・ドラッカー＆上田惇生文庫の一部

文庫開設のテープカット後に記念撮影

（左から石岡慎太郎理事長、井坂康志特別客員教授、岩崎夏海氏、上田惇生名誉教授、稲永忍学長）
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ものつくり大学の命名者はわが国至宝の哲学者梅原猛で

あって、その英文名InstituteofTechnologistsの命名者はマ

ネジメントを発明したマネジメントの父ピーター・F・ドラ

ッカーである。ドラッカーは、中部ヨーロッパを500年にわ

たり支配したハブスブルグ家が最後に持った国、オーストリ

ア・ハンガリー帝国の政府高官の長男として1909年11月19

日ウィーンに生まれ、2005年11月11日あと8日で96歳とい

う日にアメリカはカリフォルニア州クレアモントで没した。

世界中で巨星堕つと報じられた。

ブルジョア資本主義とマルクス社会主義の失敗を分析し、

マネジメントの父としてマネジメントを生み育て、一転、戦

後日本の再興と経済発展、転換期の到来、知識社会化の進展

を予告した現代社会最高の哲人として、産業社会の発展に大

きな貢献をなしたにとどまらず、ものづくり技能こそが文明

の基盤であると説いた元全米技術史学会会長でもあった。

20年前、わが国復権の条件として、ものづくりと、ものづく

り技能と、ものづくり人材育成がオールジャパンで推進さ

れ、本学の設立が軌道に乗ったとき、最も熱い声援を送って

くれたのが日本フアンを自認するドラッカーだった。

実はドラッカーは、さらにその20年前、名著『断絶の時代』

においてこう論じていた。「今日求められているものは、知識

の裏づけのもとに技能を習得しっづける者である。純粋に理

論的な者は少数でよい。しかし、技能の基盤として理論を使

贈呈式でのテープカットの状況

える者は無数に必要とされる。それは技能者というよりも、

技術家、テクノロジストである。若者のなかでも最も有能な

者、最も知的な資質に恵まれた者、最も聡明な者にこそ、知識

に裏づけられた技能を使うテクノロジストとしての能力を

もってほしい。」

ドラッカーと私は40年前の『マネジメントー課題、責任、

実践』の翻訳とその直後の『抄訳マネジメント』の編集以

来、著者と読者の関係から著者と訳者の関係に発展してい

た。ドラッカーとの交流は私の本職経団連の調査マンとし

ての仕事にも大きく役に立っていた。ドラッカーの新著は

すべて私が翻訳し、その内容は本学の設置者である学校法

人の初代会長ともなった豊田章一郎経団連会長にも逐一レ

クを行っていた。

ドラッカーとは、人が人とともに働き、財サービスを生み

出し、人を自己実現させる宰いう現代社会において、最高の

哲人である。特にその担い手たるべきテクノロジストたちに

とって、ドラッカーの作品は必読としてよい。

その文庫が、梅原猛総長の文庫のとなりに開設され、かつ

開設記念講演会が市民特別公開講座として、講師に畏友岩崎

夏海氏と井坂康志氏を招き大講義室を立錐の余地なく開催

されたことは、ドラッカー自身が最も嬉しく思っているに違

いないところである。



グローバル化への期待

1961年　東京都新宿区に生まれる

1987年　東京大学大学院精密機械

工学専攻修士課程修了

（株）東芝生産技術研究所入社

1993年　M什客員研究員

2001年　博士（工学）（東京大学）

2013年　ものつくり大学製造学科教授

［趣味］柔道、野球、相撲、ジョギング

製造学科教授　佐久田茂（さくた・しげる）

3月まで株式会社東芝にて、26年間に亘って生産技術、特

に精密機械システムの研究開発を中心に携わってきた。対

象製品は、DVDからX線CT・超書波診断装置などの医用機

器、さらに半導体、大型発電機、原子力発電用核燃料など幅

広い分野である。それらの中で世界初・N0．1を目指した製品

にも関係することができ、コミュニケーション・チームプレ

イ・継続性の重要性を叩き込まれたように思う。

会社での最後の4年間は企画部門に籍を置き、生産技術

全体を広く見る立場にいた。そこで研究開発部門からよく

聞こえてきたのは、「シミュレーションばかりしている」、

「工場への出張を嫌がる」、「一日中机から離れようとしな

い」、などの若手エンジニアへの不満であった。幸い、ものつ

くり大学の「技と知恵を併せもつ技術者」の理念から見る

と、本学の在校生にはこのような類の予備軍は少ないかと

思う（期待する）。

しかし、別の問題もあると思う。技に偏って良いと思って

いる節の学生も見られることである。読み書きそろばんな

どの基礎学力は、エンジニアには必要不可欠である。今後の

「ものづくりのグローバル化」にはなおさらである。これらの

グローバル化における日本の製造拠点の果たす役割と

求められる人材

1953年　山口県山口市に生まれる

1976年　岐阜大学工学部精密工学科卒業

1978年　岐阜大学大学院修了

トヨタ自動車株式会社入社

PE部、FAシステム部

生産物流システム生技部（部長）

工機管理部（部長）、物流管理

部に勤務

2012年　ものつくり大学製造学科教授

［趣味］旅行、ドライブ、音楽鑑乳

製造学科教授　藤井宣仁（ふじい・よしと）

企業活動のグローバル化ということが言われて久しい

が、日本の企業がどういう観点でこれに取り組んでいるか、

更にその取り組みの中で求められる人材とは？を自動車を

例にし、述べてみたい。

現在、自動車各社は、売れるところ即ちお客様に近いとこ

ろで車を生産・販売し、その国や地域の産業の発展、雇用の

創出、利益の還元などを図るためグローバルに製造拠点の

展開を図っている。

車の開発から生産までのプロセスにおいて、現在では図1

製品検討 程才設備榛 薫蒸試作

く⊂E構想＞く構計回＞くSE図＞く正式図＞く試作＞く工程書十函＞く7十小‘ヮーわく量産管理＞

図1デジタルエンジニアリング（DE）の活用
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ことから、エンジニアとしての常識が欠けることのないよ

うにと、教育に取り組んでいる毎日である。ただ「教え込

む」のではなく、学生へのきっかけ作り、考え学び取っても

らうことを心掛けていきたいと思っている。

技と知恵の両立は、もちろん容易なことではない。サポー

ト経験に乏しい中、いろいろ試行錯誤をしながら進むこと

になりそうである。

こ．i・卦二二
授業（基礎数学） FD合宿（山形大学蔵王山寮）

実車を使わずデジタルデータを活用し、
バ岬チヤルで配置干渉・作業性・見栄え等の問題を摘出

に示す様に3次元データを活用したデジタルエンジニアリ

ング（DE）により大幅な開発スピードの短縮と効率化を実現

している。その成果の一例を図2に示す。従来は、実際に試作

車などを製作して各種検討や確認を行っていたが、データ上

で素早く確認・修正が行えるようになった。ここで間違えて

いけない事は、いきなりデータをコンピュータの中で構築す

ることは絶対避けるべきで、必ず工学的特性や挙動を実際に

実験・確認しそれを数式化してコンピュータ内で使うという

アプローチが不可欠である。これを疎かにすると、シミュレ
ーションではなく単なるアニメーションとなってしまう。

この様な取り組みを世界各地での生産活動へ展開して

いる中、求められる人材とは？図3に私見ではあるがポイ

ントを示す。世界各地で発生する様々なニーズ（製品改良、

生産性向上等）に対し、本社機能である日本で、卓越した技

術・技能を活用し実際に作り、新しい方策を見つけ出し、そ

れを世界に展開するというサイクルを素早く回すことが

求められる。ここで必要になるのが技術と技能の両方を判

った真の技術者であり、こういう人材の輩出を目指してい

るのもものつくり大学で、本大学への期待値としては大き

いものがあると言える。

図2DE活用の成果

下図に示すようなサイクルを素早く回し、

グローバルに展開弓旨導してゆくことが求められる。

ここが新興各国に対しての差別化の鍵

図3これからの（日本の）ものづくりのポイント



5S・3定・標準化

1951年　埼玉県蓮田市に生まれる

1974年　宇都宮大学工学部卒業

1974年（株）日立製作所入社

（本社生産技術部門にて

Gr全体の生産改革に従事）

2001年　センター長

2008年　主管技師長

2013年　ものつくり大学製造学科教授

［趣味］ゴルフ、家庭菜園、旅行

製造学科教授　関根次雄（せきね・つぎお）

高度経済成長時代から製造業の生産部門に長く携わっ

てきたが、2005年頃から海外拠点の現場改革に深く関わっ

て、改めてこの日本流の「5S・3定・標準化」の考え方のすぼ

らしさ、大切さを実感している。

5Sは、1970年代から製造系企業がQCサークル活動の一

環として「3S（整理・整頓・清掃）活動」を行ってきた流れに、

後に「2S（清潔・躾）」を付け加えたものである。日本では、戦

後の【道徳】教育を通じて「整理」「整頓」は当たり前のよう

に身に付いていて、会社に入ってから教育のし直しをする

と言うことはなかったと思うが、海外では状況が違う。図1

に示すように、海外の工場ではまず作業者に正しい作業服

の着方や自分達での職場の清掃、食堂での整列などの必要

性を教えることから始め、それが職場で規律・ルールを守

ることに繋がっていることを教育して‘いかなければなら

ない。しかし、これがなかなか浸透せず、根気のいる仕事な

のである。

ものづくりの現場では、誰が作業しても常に同じ時間

で、均一な品質のものができることが求められており、そ

れを実現するために標準作業の徹底を管理していて、これ

地震に克つものづくり

建設学科教授　長谷川正幸（はせがわ・まさゆき）

1956年　福島県生まれ

1981年　日大大学院理工学研究科修

士課程修了

1981年　清水建設（株）入社

原子力本部、大崎研究室、プ

ロポーザル本部を経て技術

研究所・上席研究員

1993年　博士（工学）（日本大学）

2013年　ものつくり大学建設学科教授

［趣味］テニス、ゴルフ、スポーツ観

戦と飲み会

日本は、すでに地震活動期に入ったといわれ、地震防災の

重要性が以前に増して叫ばれるようになった。図1は、1600

年以降に南関東で発生したマグニチュードM6以上の地震を

時系列に並べたものである。これから分かるように、ほぼ

100年間隔で活動期と静穏期を繰り返し、活動期に入ると

M6～M7クラスの内陸直下地震が増え始める。そして、関東

地方に最も深刻な被害をもたらす、M8クラスの海溝型巨大

地震の襲来によって、再び静穏期を迎える。まるで、太鼓を激

しく撃ち続け（内陸直下地震）、最後の大きな一撃（海溝型巨

大地震）により太鼓が破れて静寂に戻るが如くである。

M8クラスの巨大地震は、約200年間隔であるから、関東大

震災の再来までには、まだ100年ほど時間的余裕がある。し

かしながら、歴史の教えるところでは、それ以前にM7クラス

の直下地震が増えて災厄を与える。この点を考慮してか、国

の中央防災会議では、首都圏直下地震による被害想定を実施

している。それによれば、経済的損失は112兆円と試算され、

これは国家予算を上回る被害総額となる。1703年元禄関東

地震が百花瞭乱と謂われた元禄文化に幕を引き、また1855

年安政江戸地震が明治維新を早めたと云われるように、首都

圏直下地震の到来もまた国家の命運を左右しかねない。そこ
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は今では世界中共通となっている。実際は、標準作業指導

書にも不備があるとか、指導書通りに作業できていない点

を見つけて更に良いものに改善するSDCAサイクル活動

（PDCAに同じ）が、現場の主要な任務となっている（図2参

照）。

標準作業を徹底する為には、図3に示す5Sは重要な要素

ま碑楓穿温

諷才幹艶艶鳥篭泉　　　　　泉畿薯猟挙親電等農

昇れ親藩工肇糟絶無も茶粥馬渡用的錮門粗
茶軌樽鋤球磨経机厳瀧鸞曹肉親妄

執熱い藩謡ぬ常吟声晶革野∴拷輿親絶秘蹟息
革鏡野曹掛汲穀的温瑠嵐粗革濱軋

図1作業服装の躾（中国）

h＿′の発見

図2　標準作業と改善サイクル

ではあると思うがそれだけでは不十分であり、更に図4に

示す、3定：「定位」「定品」「定量」を作業場所単位に細かく設

定して個々の動作を規制しないと標準作業は定着できな

いのである。よって、5Sは‘人間生活の原点”、3定は‘ものづ

くり作業の原点“と考え、この5Sと3定が揃った時、真の標

準作業化が実現できるのである。

蠣重鎮t曇れ蠣t

芸子蒜岬l雷●
●●●●．－霊1●■封洞率謡

滅義蠣孤独蠣剛

曹翳蕩濫乱

射鴎喪喪ふ－－　●●●●●tt■●■■●暮■

義覿軍彊忠読

義響丁，才縛攣丁
〟ムーン一一ん■ゾ仰山■h▲

」＿＿．　＿．　　　＿‥＿

図3　5S（人間生活の原点）

で、国は企業防災の視点から、被災後の業務継続を最重要テ
ーマに、BCP（事業継続計画）に代表される不測の事態に対す

る備えを啓蒙するようになった。

ところで、先日、幸運にも日本の自動車産業の生産施設を

見学する機会を得た。そこでは、2万点以上の部品がオンタイ

ムで供給され、約50秒に1台の割合でハイブリッドカーが生

産ラインから生み出されていった（図2）。このようなものづ

くりの現場の地震防災を考えると、もはや一企業が地震災害

に備えるだけでは不十分で、部品調達に関わるすべてのサプ

ライチェーンの備えが必要になる。あらゆる情報が詰まった

現代のものづくりにおいて、これを地震災害から守るために

は、これまでのように耐震補強で代表されるハードな地震対

策だけでなく、BCPにおけるバックアップシステムのような、

ソフトな備えも欠かせない時代になった。

1600　1650　　1700　1750　1800　1850　1900　1950　　2000年

図1両関東で発生した被害地震（1960年以降・M6以上、中央防災会議資料に加筆） 図2　自動車生産のプロセス（藤井宣仁教授のご厚意により引用）
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事務所一行ものつくり大学滞在記

建設学科教授　八代克彦（やしろ・かつひこ）

写真1学長・専務理事を表敬訪問し来日記念品の彫刻を贈呈
はか朗ヒ尾専務理事、商代表、稲永学長、福田氏）

2013年6月9日、上海の建築デザイ

ン事務所：Sarchdesigncons血上海可

続建築諮諌有限公司（以下、サーキ）一

行9名が来日し、本学のドーミトリに

滞在し学生達と太いに交流を深めた。

今回の来日のそもそものきっかけ

は、大学院2年生黒須卓也君の上海で

のインターンシップ研修であった。こ

れまで本学の海外インターンシップ

は、建設・製造両学科から選抜された

学部生計4名によるタイの日系企業

での研修であったが、今回の黒須君はタイ以外では初の、しかも単独で3月中旬から2ケ月間、片

言の中国語と英語を交えての奮闘ぶりがサーキに評価されたのであった。サーキは、台湾出身の

商聖宜氏を代表とする新進気鋭のデザイン事務所でスタッフは日本人1名と、あとは台湾と中国

本土出身の20代から30代の若者からなるエネルギッシュな創作集団で、商業建築を中心に最

近の大物では上海万博のパビリオンも事がけてきた。黒須君が味わったような異文化体験を

技能五輪国際大会（ライブツイヒ）

建設学科教授　赤松明くあかまつ・あきら）

技能五輪国際大会（国際技能競技大会　WorldSkillsCompetition）は、職業訓練の振興と青年

技能者の国際交流、親善を図ることを目的として、1950年にスペインとポルトガルの12名の選

手により技能を競う大会として始まり、2013年ライブツイヒ大会で42回を数えている。この大

会は、現在2年に1度開催され、日本は1962年の第11回スペイン大会から参加している。今大会

は、7月2日から7日まで、ライブツイヒメッセ（ドイツ）でCNC旋盤、配管、左官、家具、建築大工、看

護、造園、グラフィックデザイン、西洋料理など46職種、47ヶ国、延べ897チーム986名の選手に

よって競われた。日本は、40職種45名の選手が参加した（中央職業能力

開発協会HP）。

ここでは、家具職種について概説する。競技は各国エキスパートが提

案した課題のうち、競技開始1ケ月前に選挙で選ばれた課題が公表され

る。その後、競技当日に30％変更された競技課題（図1キャビネット）を

24時間で完成させる。競技会場には、汎用木工機械や集塵機等が設備（図

2競技エリア）されている。選手は、これらの木工機械を申し込み順に使

用することができる。また、選手の作業エリア（5mX3m）内は、手工具や

電動工具等を自由に配置し使用することができる（図3作業エリア）。

各選手の技能評価は、墨付け・仕口・仕上げ検査などの途中検査を受 図1キャビネット
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双方向でというのが今回の来日の主旨である。

彼らの6日間は、上海建築について2回の公開講座の開催

に加え、行田市内や都内の建築巡りを学生達と朝から晩ま

で精力的にこなす毎日で、今回とくに有意義だったのがサ

ーキの若手所員による帰国前日の「日本デザイン印象報告

会」であった。各自5枚限定のスナップショットで刺激的な

日中デザイン比較論や意表

をつくユニークな日本印象

記を語った。また報告会の

最後には商代表から「わず

か6日間の我々の滞在のた

めに黒須君はじめものつく

り大学の学生諸君が手作り

の建築ガイドを事前に用意

するなど、真撃なもてなし

の心が何よりもうれしかっ

た」と感激の言葉をいただいた。

今後も、サねキは韓国はじめ他のアジアの国々の若者も

受け入れ予定とのことで、益々の若者たちの交流の発展が

期待できる。

写真2　日泰デザイン印象報告会の模様

け、図面通りの寸法や形状であるかが、評価され、点数化さ

れる。従って、選手は、図面に対して正確に、仕様に対して的

確に対応できる基本の技術・技能ばかりでなく、さまざまな

作業や環境に対して臨機応変に対応できる応用力を身につ

けていなければならない。

写真3　最終日6月14日ドーミトリ前での記念撮影

多くの若者が、技能五輪国際大会の代表としてメダル獲

得に闘志を燃やし、技術・技能のレベルを競っていること

は、今後のものづくりの継続性にとって心強いことである

（図4各国選手）。

図3　作業エリア 図4　各国選手



泰日工業大学からの
インターンシップ報告

学生および研究 らのインタビュー、

製造学科教授　ピチャイ・サェチヤウ

本学は、タイ王国の大学「泰日工業大学（ThairNichiInsti－

tuteofTechnolo野）、略称TN‡」と協定を結んだ2007年

以降、毎年、「短期交換留学プログラム」で両大学の学生を

相互に派遣している。今年、本学は、タイでインターン

シップ研修を受けるために、本学の学生3名をTNIに派遣

し、その逆に、本学で科目を履修するTNIの学生2名と、卒

業研究を行うTNIの学生2名を引き受けた。

さらに、この6月にTNIの卒業生3名が本学の大学院へ

の進学を目指して、研究生として本学に入学した。当初、

研究などに不安を抱えていたが、指導教員の的確なアド

バイスと大学の厚いサポートを受けながら、次第に研究

が順調に行えるようになったそうである。

なお、これまでの交流実績を踏まえて、両大学の交流が

さらなる発展をするよう、来年度から、「海外インターン

シップ交換留学プログラム」という新たなプログラムを

実施する計画を進めている。

那音太署、 13回卒

メッセージを漉す

写真2　左から卒業研究留学生2名と研究
生2名

設計コンクール展にて
本学初の優秀賞・埼玉JIA賞ダブル受賞

建設学科教授　大島博明（おおしま・ひろあき）

中国内モンゴルからの留学生である那善太君（ナイン・

テ・建設学科大島研究室）が、社団法人埼玉設計監理協会主

催の第13回卒業設計コンクールにて、本学初の優秀賞を受

賞した。同時に埼玉世業も獲得し、日本建築家協会主催の全

国卒業設計展の埼玉県代表作に選出された。故郷である内

モンゴルの伝統文化を尊重しながら「自然や家畜と共存す

る住まいの在り方」を追求した力作である。卒業後、坂倉建

築研究所に迎えられ、建築家としてのデビューを果たして

いる。

埼玉会館における、公開プレゼンテーションの状況

優秀賞を受賞し、設計監理協会長から表彰された
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ものつくり大学同窓会
ボランティア活動

同窓会会長（2期生）
上原苑子（うえはら・そのこ）

ものつくり大学同窓会では、東日本大震災以降、継続して

被災地ボランティア活動を行っている。2011年4月～2013

年8月までに、岩手県陸前高田市を中心に76日間延べ613名

が活動を実施し、支援物資運搬・瓦礫撤去・仮設案内板設置

等を行った。

2013年8月には、NPO法

人P＠ctの依頼等を受け、ボ

ランティア活動者の現地生

活環境を整えるため、地元飲

食店の屋外屋根設置工事（写

真1．2）や、大型バス用駐車場

の整備（写真3）を行った。

写真2　屋外屋根設置作業中の状況写真3　大型バス用駐車場の整備

広田地区休憩小屋
建設プロジェクト報告

建設学科4年
新里靖（しんぎとやすし）

学生5名、講師3名で広田地区休憩小屋建設プロジェクト

に参加した。我々は、大学で学んだ技能を駆使し、10坪の仮

設談話室を職人と共に完成させることができた。その時の蕃

びは言葉にできないものであった。ものつくり大学の使命

は、このように学ぶだけでなく、学んだことを外部に形とし

て貢献していくことである

と考えている。また、今回の

支援はものつくり大学にし

かできないことであり、今後

も社会に貢献できる活動を

積極的に行っていきたい。

仮設談話室：壁面完成目前の状況

完成した休憩小屋と参加メンバー

村上先生の奥さんからの差し入れ

空手道部部員が行田 の大会にて組手・

形部門にて優勝、及び準優勝報告

製造学科准教授
原薫くはら・かおる）

去る4月21日、行田市グリーンアリーナで第12回行田市

春季空手道大会が開催された。本学からは山般35歳未満男

子形と一般35歳未満男子組手に出場し、形では建設2年早川

洋平君が優勝、建設3年東恩納暖君が準優勝した。また、組手

では建設3年久木田鹿輔君が優勝、建設2年早川洋平君が準

優勝した。地元の小さな大会ではあるが、成果を上げること

は大きな励みとなる。今年は関東学生リーグ戦にも参戦し

ている。また良い報告ができるよう、稽古に励みたい。

「3年連 本建築仕

学生研究奨励賞受賞」

建設学科准教授
大塚秀三（おおっかしゆうぞう）

川瀬翔太君（建設学科・大塚研究室出身、現在株式会社安藤

ハザマ勤務）は在学中に取り組んだ「現代構法への展開を指向

した版築壁の築造方法に関する基礎的研究」と題する卒業研

究により2013年日本建築仕上学会学生研究奨励賞を受賞し

た。同賞は、建築仕上材料分野における優れた卒業研究を表

彰するもので、本学の学生は3年連続の受賞となった。

同研究は、暗黙知により築造されてきた版築壁を、工学的

観点から捉え直したものであり、今

後の展開が期待される。
㌻＿！‾
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工業高校からの研修教員による高校生を招待した

実習・ 義報告
ものつくり大学　建設学科　連携講師
埼玉県立大宮工業高校　建築科　教諭　星幸男くぼレゆきお）

8月7日（水）に埼玉県教育委員会　平成25年度県立高

校教育活動総合支援事業「彩の国実践的技術力育成塾」左

官技能講習会を一般社団法人日本左官業組合連合会、も

のつくり大学の協力で実施した。

講習会には、埼玉県内五校の工業高校から建築科、電子

機械科、電気科など14名の生徒達が参加してくれた。ま

た、工業高校の教員も2名参加した。

開講式では、ものつくり大学から稲永忍学長、八代克彦

学科長、三原斉教授に挨拶を頂いた。後、午前中にものつ

くり大学特別客員教授の鈴木光先生から「現代の左官事

情」というテーマで講演を頂いた。写真やスライドを使っ

たわかり易く、丁寧に左官についての歴史や建物の紹介

があり生徒、教員達は釘付けになって聞き入っていた。生

徒達からほ、「こんなものも左官屋さんが作っていたん

だ。」「これも左官屋さんの仕事なのですね。」等々、左官に

ついて全く知識が無い人や、知っていた人でも目から鱗

の講演であった。

学食での昼食を挟み午後からは、ものつくり大学非常勤

講師の諸岡永長先生、八幡俊昭先生が講師となり、ものつ

くり大学の学生も手伝い、「塗り壁の研修」の実技講習を実

施した。全員実習着に着替えて中央棟lFの実習室にて壁

塗り、床塗り、技能五輪全国大会の課題でもある置き引き

で石膏の作品を製作する3班に分かれて1時間弱ほどそれ

ぞれ体験し、生徒たちからは、「見ていると簡単そうだけど

実際にやってみると難しい。でも、とても楽しい。」「またや

りたい。時間が足りなかった。」等の声があがっていた。

午後の実習は非常に暑い中での作業となったが、一度

実習が始まると、服や顔に材料が飛び散っていても気に

せず、汗だくになりながら鏡と鍵板を持ち休憩時間になっ

ても作業を続ける姿がとても印象的であった。なかなか

平らに塗れない生徒、上手く塗れて自信を持った生徒た

ちがいたが、最後には、自分達で作った置き引きの石膏作

品を大切に持ち帰っていった。実習後は、大きな錦絵の前

で記念撮影、開講式にて終了となった。

最後に実施したアンケートでは、『来年も是非参加した

いので左官講習会を実施して欲しい！！』との声が生徒、

教員から数多くあり、来年度への継続実施に向け計画し

ていきたいと考えている。

壁塗り体験

床塗り体験

石膏の置き引き体験

ものつくり大学特別客鼻教授鈴木光先生の講義

左官講習会講師、参加者全員の記念撮影
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「平成25年度サイエンス・パートナーシップ・プログラム

オリジナルペンケースを作ろう」実施報告

製造学科教授　市川茂樹（いちかわ・しげ垂）

夏休み期間中のさる8月20日（火）に高校

生を対象に「オリジナルペンケースを作ろ

う」と題してSPP（サイエンス・パートナー

シップ・プログラム）の体験授業を本学で実

施した。近隣の進修館高校および熊谷工業

高校の2校から20名の参加者を得た。

金属材料の薄板を用いて、オリジナルペ

ンケー不やキーホルダーのデザインを設計

（形状やイニシャルなど）し、形状をCADで描

き各自で加工データに変換した後、レーザ

加工機やタレットパンチングプレス機で切

断した。切断部品はNCベンダーで曲げ加工

やアルマイト処理を行い完成となる。

参加者全員がオリジナルのペンケースや

キーホルダーを製作することができた。丸
一日をかけて素材の性質や加工機械に触れ

たことで、ものづくりに興味を持ってくれ

ることを期待している。

ひらめき☆ときめ

テキストによる2次元CAD実習

ノ

参加者全員ががJジナル作品を製作

オリジナルペンケースの設計

アルマイト処理



秩父や なみ街道に 物風鈴の音が響きました！
製造学科教授　鈴木克美けずき・かつみ）

埼玉県道路公社と皆野町商工会およびものつくり大学の3

着共同事業で2011年8月にオープンした「秩父やまなみ街道

お休み処」にこの夏、大学で製作した鋳物製風鈴が設置され

た。

鋳造実習で製作した風鈴、高橋研究室による3次元プリン

ターモデルを鈴木研究室の学生他で鋳造した風鈴、加えて創

作実習（陶芸）の授業で学生が作成協力してくれた陶器製風鈴

などが並んだ（写真1、2）。

好評のため、さらに追加依頼を受け、埼玉県のマスコット

「コバトン」を追加製作した（写真3）。

お休み処の「Wind」にふさわし

い秋風を呼ぶ風鈴が競い合って

チリリンと合唱していた。

彩光戦士サイセイバーが埼

写真3　埼玉県のマスコット「コバトン」

地ヒーローズに加入

「ものつくりプロダクション」代表くら期生）阿部二覇（あペ・ふたば）

彩光戦士サイセイバーは、埼玉県名発祥の地である行田市で誕生した新しいヒーローであ

る。「彩の国さいたま」の「彩」と希望の「光」になると十十ローになりたいという願いから「彩光

（さいこう）」と名付けた。サイセイバーという名前は「埼玉県の救世主」という意味で「サイ」は

「埼」、セイバーは「救世主」＝SAV王ORという2つを併せて命名をした。

今までの活動実績が認められて、5月に埼玉県庁よ机0粗目の「埼玉ど当地ヒーローズ」とし

ての任命を受け、浦和美園イオンモールで開催されたど当地ヒ一口←としてのお披露目であ

るヒーローショーでは、100名を超える来場苫からも暖かい祝福を受けることができた。

現在では、TV出演をはじめ、仙台で開催される「宮城ヒーローサミット」出演や地元の行田市

で開催される「人権ふれあいまつり」での

メインステージ出演などを控えている。皆

様からも暖かいど声援をいただいている

ことに感謝申し上げる次第である。

これからも、多くの皆様に埼玉県の魅力

を伝え、行田市をはじめ、埼玉県のヒーロ
ーになれるように部員メンバーと共に今

後も頑張っていきたいと考えている。

公式WEBサイト

http：／／www．geocities．jp／Saisavior／
彩光戦士サイセイバー　　　埼玉ご当地ヒーローズ任命書の授与
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「伝統的設計技術における屋根勾配と平
ベトナム中部の伝統寮

研究実
の設計技術の特

により日本建 学会奨励賞を受賞
建設学科講師　林英昭（はやレひであき）

本奨励賞は日本建築学会における満40歳未満の発表者

の中から、近年中に発表された建築に関する優れた論文

等の業績を表彰するもので、建築に関連する幅広い分野

の業績から、毎年15本が表彰されるものである。受賞とな

った業績はベトナム中部の伝統木造建築の設計方法に関

して、ベトナム北部地域とは全く異なる独自の技法が存

在することを実証したもので、これによりベトナムの建

築史研究における基本的知見が示されたと許された。こ

れを励みに今後も精進していきたい。

表彰業績：林英昭

「伝統的設計技術における屋根勾配と平面寸法ベトナム中部の伝統家産の設

計技術の特質（その1）工日本建築学会計画系論文集、第74巻第638号

／PP．945－954／2009年4月

デザインアート部部員有志が

「川越ファッションウイーク」に

中部地域の伝統家屋の模型制作の様子

展示販売
デザインアート部　部長

五十嵐芳朋（いがらレよしとも）

今年2月に「4月にアトレ川越で開催される紺f越ファッションウ

イーク』にデザインアート部の作品を出展してみないか」と顧問の松

本先生から相談を受けた。

テーマを「春」とし、絵画作品を制作した。また、自作コースターの製

作販売を行った。これは、図案をもとにして、レーザ彫刻機を活用しコ

ルク材に刻印して仕上げたものである。6日間の会期はあっというま

で慌ただしく過ぎ去った印象であったが、現在振り返ってみるとメ

ンバーで協力して良い成果を挙げることができたと実感している。

今年度は自分たちの作品を学外で展示できたこと、多くの方々に

鑑賞頂いたことを嬉しく思う。

次に、10月に地元の行田市で開催される「人権ふれあいまつり」の

ポスターと看板の製作に取り組んだ。また、11月に開催される大学

の学園祭での作品展示にも取り組

んだ。大学設立1年目から発足した

伝統あるデザインアート部を後輩

たちへ継承すると共に、さらにデ

ザインおよびアートの活動を実践

していきたいと考えている。

自作コースターの展示販売

北部地域のデインの縮尺1／5模型外観全景

NHK大学口 コン報告
製造学科教授
龍前三郎くりゆうまえ・さぶろう）

今年のロボコンは、マシンの移動スピード

もさることながら、6mの正確な投櫛が勝敗の

ポイントである。予選リーグでゴールを達成

できたのは5チームである。わがチームは投櫛

に至るまでは順調だが、正確にゴールするこ

とができなかった。途中の得点を重ねていた

ため、幸い予選リーグは突破し、6大会ぶりの

決勝トーナメント進出を果たしたが、やはり

ゴールが達成できずに1回戦敗退となった。

投漸オブジェクトのユニークさを買われ

て、アイデア賞を頂いたが、本当の収穫は、高

速で確実な優勝・準優勝チームの技術をみて、

チームの到達

目標を明確に

し、メンバー

の向上心が湧

き上がったこ

とである。

NHK大学ロボコンの様子



「第13回ものつくり大学碧蓮祭」開催報告
学生課長　川辺憲一（かわべ・けんいち）

2013年11月2日（土）、3日（日）10：00～17：

00、本学キャンパスにおいて第13回碧蓮祭が、

行田市・鴻巣市・埼玉県技能士会連合会・行田商

工会議所・行田青年会議所などの多くの団体の

後援と協力の下に開催された。両日とも天候に

恵まれ、地元行田・鴻巣を中心に、遠く新潟や神

奈川などからの来場者も含め延べ約5，000人で

賑わった。

今年のテーマは「ものつくり愛」である。大学

への愛や地域への愛、ものづくりへの愛を、各種

企画・発表を通じて学内外にアピールした。

主な企画は、各研究室の研究活動発表や企画

展示、埼玉県技能士会連合会による名工作品等

の展示、学生や学外団体によるステージ企画、各

種模擬店などである。これらの中でも研究室や

参加団体の得意分野を活かしたものづくり体験

教室にはたくさんの子どもたちが集まり終日真

剣な目でものづくりを楽しんだ。遅くまで子ど

もたちの歓声が絶えなかった。木工遊具ももの

つくり大学らしい企画であった。

ものつくり大学同窓会主催花火大会

学生出展一製造－ものづくり体験教室

多くの聴衆を集めた「市民特別公開講座」、熱

演が光ったステージ企画や7年ぶりに復活した

同窓会による花火大会、恒例化に一歩近づいた

「ものつくり大学碧蓮祭技能競技大会」や「バス

ケットボール大会」など多彩な企画が、学園祭に

幅を持たせ学園祭を盛り上げた。

会場設営や駐車場整理を黙々と行った学園祭

実行委員や、連日夜遅くまでかかって屋外ステ
ージを組み上げた「建築研究会」メンバーなど裏

方の学生の活躍も見逃せない。
一つ一つの努力の積み重ねが「他大学にはな

い、一般の人が入りやすい学園祭」「学生の企画

物も良く、丁寧にできていて好感が持てた」とい

うアンケート評価に結びついたとすればうれし

いことである。

学生出展一建設一木工遊具

ものつくり大学碧蓮祭技能競技大会記念撮影
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ものつくり大学のことをもっと知っていただくために、

オープンキャンパスを開催いたします。どうぞまわりの

お友達やご父兄もお誘いの上、お越しください。オンリー

ワンをめざすものつくり大学で、きっと驚くような、新し

くて面白い発見があなたを待っています！

習

鶏

l　　惑

」

＊JR吹上駅から無料送迎パスあり

・全体説明会

・キャンパスツアー

・なんでも相談

・体験模擬授業

・学生プロジェクト

・ドーミトリ（寮）見学

・学食ランチ無料体験

・入試説明会

・保護者説明会

・ドーミトリ宿泊体験（要予約）

など

『今日からモノ知りシリーズ　トコトンやさしい木工の本』

著者：赤松明　出版社：日刊工業新聞社（2013／6／21）

建設学科准教授　佐々木昌孝（ささき・まさたか）

建設学科の先生の多くは建築と土木の専門家

ですが、「木」が一体どのような利点と欠点を

備えた素材なのかを永年研究している赤松明教

授は「農学博士」の学位を持っている先生で、

今回、子供から大人まで多くの人たちが安全に

木工を楽しむための本を執筆されました。道具

の選び方・使い方、木材の接合・接着の方法、

家具の設計方法のほか、木材の構造や性質、木

工貝を使用するうえでのポイント、ケガを防ぐ

ための注意点などをイラスト付きでわかりやす

く紹介しています。木には反ったり割れたり腐

ったりといった欠点もありますが、加工が容易

で、なにより視覚的・触覚的に私たちの感性

を刺激して日々の疲れを癒やしてくれる素材

です。ぜひ多くの人に

本書を手にとって頂き、

素敵な作品を制作して

頂きたいです。

トコトンやさし‖

軌　　うう　　撫撫　たたlこと鱗
雲監禁禦選管十∴七鵜bじによも■●

語義由　　　　　　　　′4妻
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